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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書書式 （小学校用）】

都道府県名 沖縄県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 久米島町立久米島小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 １ １ １ １ １ １ １ ７
１１

児童数 １４ ２３ １３ ２３ １９ ２１ ２ １１４

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎・基本の定着を図るための指導法の工夫と評価
ー個に応じた補習指導（算数科）を通してー

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

（ 。 、 「 」全学年算数 標準学力検査の結果があまりよくない また 補習指導 はげみ
を１３年度より取り組んでいる）

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ
基礎・基本の定着を図るための指導法の工夫と評価

平 ー個に応じた補習指導（算数科）を通してー
○研究の見通し成

指導法を工夫し、学習意欲を持たせるような評価をすることにより、基14
年 礎的・基本的な学習内容の定着が図れるであろう。
○研究内容・方法度
☆基礎学力の定着を目指した研究計画作成
・研究主題・研究仮説の設定・研究方針・研究組織の設定
・研究計画と全体構想の確立

①授業改善
・算数授業研究会（低学年、高学年）

②教育課程編成の工夫
・補習指導（はげみ）の実施・朝のドリル学習
・学力向上推進月間の設置

③個に応じた指導方法の工夫改善
・補習指導（はげみ ・検定テストの活用・マスターシートの活用）

④基礎学力を育てる評価のあり方
・標準学力検査などの結果より実態の分析・考察
・評価規準の検討・作成（算数 ・基礎学力検査の実施）
・個人カルテの作成

⑤学習習慣作りの工夫
・家庭学習の充実

☆１年次総括 ・次年度研究内容の見直し、計画作成
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○テーマ平
成 基礎・基本の定着を図るための指導法の工夫と評価

ー個に応じた補習指導（算数科）を通してー15
○研究の見通し年

度 指導法を工夫し、学習意欲を持たせるような評価をすることにより、基礎
的・基本的な学習内容の定着が図れるであろう。
○研究内容・方法
☆１年次研究内容の見直し・２年次研究計画検討
①授業改善
・算数授業研究会（低学年、高学年）
・ＴＴ指導・習熟度別学習（３年～６年）

（指導方法工夫改善教諭の配置）
②教育課程編成の工夫
・補習指導（はげみ）の実施・朝のドリル学習
・学力向上推進月間の設置

③個に応じた指導方法の工夫改善
・補習指導（はげみ ・検定テストの作成、活用）
・マスターシートの活用

④基礎学力を育てる評価のあり方
・標準学力検査（２回）などの結果より実態の分析・考察
・達成度テストの実施（６年）
・基礎学力検査の実施（３年～５年 ・個人カルテの作成）

⑤学習習慣作りの工夫
・家庭学習の充実

☆研究紀要作成
☆ホームページ作成・次年度研究内容の見直し、計画作成

平 ○ テーマ
成 基礎・基本の定着を図るための指導法の工夫と評価

ー個に応じた補習指導（算数科）を通してー16
年 ○ 研究の見通し
度 指導法を工夫し、学習意欲を持たせるような評価をすることにより、基礎

的・基本的な学習内容の定着が図れるであろう。
○研究の内容・方法
①授業改善
・算数授業研究会（全学年）
・ＴＴ指導・習熟度別学習（３年～６年）

②教育課程編成の工夫
・補習指導（はげみ）の実施・朝のドリル学習
・学力向上推進月間の設置

③個に応じた指導方法の工夫改善
・少人数指導（はげみ）習熟度別・検定テストの活用、作成
・マスターシートの活用・発展教材の開発

④基礎学力を育てる評価のあり方
・標準学力検査などの結果より実態の分析・考察
・基礎学力検査の実施 （３年～６年） ・達成度テスト実施（６年）
・個人カルテ作成

⑤学習習慣作りの工夫
・家庭学習の充実

☆３年間の研究まとめ☆報告書作成☆町学対実践発表
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( ) 研究推進体制3

研究組織
校長

教頭

校内学力向上推進委員会
（校長、教頭、教務、研究主任
研究副主任、算数主任）

全体研究会

低学年部 情報部 高学年部 学習ボランティア
（１～３年） 教務 特殊 ４～６年 加配 （はげみ）（ 、 、 （ 、 ）

養護、図書）
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

①教研式学力検査の結果（４月実施） ②基礎学力検査の結果（３年～５年）

教研式学力検査、基礎学力検査ともに学校平均が、前年度を上回っている。
教研式学力検査は３年が本校の目標である偏差値５０を上回ることができた。
基礎学力検査でも、３年と４年で本校の目標である平均４０点を上回ることが
でき、学校平均でも目標に到達することができた。た。

③平成１５年度 達成度テストの結果
算数平均点 ４６，１点で目標である４０点を大きく上回ることができた。

④ホームページ作成（ ）により、本校の取り組みをhttp://www.kumeshima-s.ed.jp
発信することができた。

⑤新しい検定テストの作成で、これまで一つしかなかった検定テストを増やすこ
とができた。

２．今後の課題

①個人カルテを活用したより細かい個に応じた指導計画の作成
②少人数指導の充実（習熟度別）
③上位の子への指導（発展的問題をどうするか）

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

①教研式標準学力検査 目的 児童の学力の客観的把握（偏差値５０以上）
実施内容 算数（３年～６年）
時期 ４月

②達成度テスト 平均４０点以上が目標
③基礎学力検査 目的 学習状況の変容をとらえる（平均４０以上）

実施内容 算数（３年～５年）
時期 １２月

④検定テスト 目的 補習指導はげみの定着度把握
実施内容 マスターシート３５級終了時に受験４５点以

上が合格
⑤個人カルテ 目的 児童の学習状況把握

実施内容 学力検査、読書量、家庭学習冊数のデータを
入力、指導の参考にする。

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

①平成１４年度那覇地区学力向上実践発表会 久米島小学校の実践の発表
②平成１５年度 県へき地教育研究大会での久米島小学校の実践の発表
③フロンティアスクールとしてのホームページの開設
・取り組み状況の紹介
・個人カルテ、検定テストの配布（ダウンロード）

④平成１６年度町学力向上実践発表会 久米島小学校の実践の発表

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校
【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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